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   A 7-year-old boy who had been in a traffic accident was hospitalized in Hamamatsu Red 
Cross Hospital with diagnosis of head abrasion, contusion of abdomen and multiple fractures. 
On the 17th day of hospitalization, he complained of left flank pain and high fever. Examina-
tions by IVP and enhanced computed tomographic scan revealed a left ureter avulsed at the 
level of uretero-pelvic junction. Operative reconstruction by end-to-end anastomosis of the ureter 
was performed immediately. The function of left ureter was recovered 4 months after operation. 
   This rare case of ureteral avulsion is briefly discussed along with a review of the recent 
literature. 
                                                 (Acta Urol. Jpn, 35: 1581-1584, 1989) 




















と腸 間 膜 の 軽 度 の損 傷 を 認 め る の み で あ った が,骨 盤
骨 折 に よる と思わ れ る左 後 腹 膜血 腫 を認 め た.術 後12
日 目 よ り39。C以上 の発 熱,左 側腹 部 痛 お よび 腹 部膨
満 感 が 出 現 した.腹 腔 内 また は 後腹 膜 膿 瘍 を 疑 い 造影
CTを お こな った と ころ,左 後 腹 膜 腔 へ の 造影 剤 の盗
流 を認 めた た め,尿 路 損傷 が疑 わ れ,当 科 を紹 介 され
た.
現症1体 格 小,栄 養 不 良,意 識 清,血 圧94/52
mmHg,脈 拍86整,体 温37.6。C,胸部 に 異常 所 見 な
し.腹 部 は 左 側 腹 部 に圧 痛 と膨 隆 を 認 め た.





TP6,69/dl,尿所 見 ・黄 色 清 明,PH6.6,比 重
1.013,蛋白(十),糖(一),ウ ロビ リ ノー ゲ ン(一),
潜 血(一),尿 沈 渣:RBco-1/hpf,wBc4-5/hpf,
細 菌(一).
































流した と思われ る造影剤のた めやや不明瞭であった






た り癩痕化 し,近位尿管からの尿流出を認めた.下 部
Table1.非開放性尿管断裂本邦報告例










































































































































尿 管 の通 過 性 を 確認 の うえ,廠 痕 部 を 切除 し左 腎 を 十
分 に剥 離 した の ち,腎 嬢 造 設 お よび 尿 管 ス プ リ ン トヵ
テー テルを 留 置 し,watertightに尿 管 端 々吻 合 術 を
お こな った.
術 後経 過:術 後,腎 孟 腎 炎 に よる発 熱 が み られ た が
尿管吻 合 部 か らの 尿 もれ もほ とん どみ られ ず,術 後8
日 目に 尿管 ス ブ リ ン トカ テ ー テル,17日 目に腎 痕 カテ
ーテ ルを 抜 玄 し,10月31日退 院 した.4ヵ 月 後 のIVP
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